
議
案
第
五
十
三
号 

 
宇
部
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。 

令
和
五
年
六
月
一
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   

附
則
中
第
三
項
の
前
の
見
出
し
及
び
同
項
を
削
る
。 

附
則
第
四
項
を
削
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
職
員
に
対
し
支
給
す
る
特
殊
勤
務
手

当
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

附 

則 

附 

則 

（
衛
生
業
務
従
事
手
当
の
特
例
） 

３ 

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病

原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国

か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る

能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の

に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い

て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
い
う
。

）
か
ら
市
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め

に
緊
急
に
実
施
さ
れ
る
措
置
に
係
る
業
務
に
従
事

し
た
と
き
は
、
衛
生
業
務
従
事
手
当
を
支
給
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
別
表
衛
生
業
務
従
事

手
当
の
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

４ 

前
項
の
手
当
の
額
は
、
一
日
に
つ
き
三
千
円
（

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は

そ
の
疑
い
が
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
す
る
業
務
又

は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
す
る
業
務

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
市
が
認
め

る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
四
千
円
）
と
す
る

。 
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議
案
第
五
十
四
号 

 

宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

令
和
五
年
六
月
一
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   

第
三
十
四
条
の
九
第
二
項
中
「
又
は
」
の
下
に
「
当
該
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額

の
う
ち
法
第
三
百
十
四
条
の
九
第
二
項
後
段
に
規
定
す
る
還
付
を
す
べ
き
金
額
に
よ
り
」
を
加
え
、

「
の
同
項
の
」
を
「
の
前
項
の
」
に
、
「
若
し
く
は
市
民
税
に
充
当
し
」
を
「
、
個
人
の
市
民
税

若
し
く
は
森
林
環
境
税
を
納
付
し
、
若
し
く
は
納
入
し
」
に
、
「
に
充
当
す
る
」
を
「
を
納
付
し
、

若
し
く
は
納
入
す
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条

第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
及
び
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
給
与
支
払
者
を
経

由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
が
そ
の
年
の
前
年
に
お

い
て
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
提
出
し
た
前
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
者
が
当
該
前
年
の
中
途
に
お
い
て
次
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

を
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
提
出
し
た
場
合
に
は
、
当
該
前
年
の
最
後
に
提
出
し
た
同
項

の
規
定
に
よ
る
申
告
書
）
に
記
載
し
た
事
項
と
異
動
が
な
い
と
き
は
、
給
与
所
得
者
は
、
施
行

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
記
載
す
べ
き
事
項
に
代
え
て
当
該
異
動
が
な
い
旨
を
記
載
し
た
前
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条

の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
方
法
」
を
「
方
法
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」

を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

森
林
環
境
税
は
、
当
該
個
人
の
市
民
税
の
均
等
割
を
賦
課
し
、
及
び
徴
収
す
る
場
合
に
併
せ

て
賦
課
し
、
及
び
徴
収
す
る
。 
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第
四
十
一
条
中
「
及
び
」
を
「
、
個
人
の
」
に
、
「
の
合
算
額
」
を
「
及
び
森
林
環
境
税
額
の

合
算
額
」
に
、
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に

改
め
、
「
均
等
割
額
」
の
下
に
「
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。

次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
本
文
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に

は
」
に
、
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
、
同
条
第
三
項
、
第
五
項
及

び
第
六
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
通
知
に
よ
つ
て
」
を
「
通
知
に
よ
り
」
に
、
「
第
十
七
条
の
二
の
規
定

に
よ
つ
て
」
を
「
第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納

金
と
み
な
し
て
、
同
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
、
当
該
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
に
よ
り
」
に
、
「
に
充
当
す
る
」
を
「
を
納
付
し
、

又
は
納
入
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
も
の
と
み
な
す
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
」
を
「
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
」

に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
「
及
び
均
等
割
額
」
の
下
に
「
（
こ
れ
と
併
せ
て

賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
七
条
の
五
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
加
え
、
「
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
に
よ
り
徴
収
す
る
場
合
に

は
」
に
、
「
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
。
」
を
「
に
よ
り
徴
収
す
る
。
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
に

よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
方
法
に
よ
つ
て
」
を
「
方
法
に
よ
り
」
に
、
「
第
十
七
条
の
二
の
規

定
に
よ
つ
て
」
を
「
第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤

納
金
と
み
な
し
て
、
同
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
、
当
該
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
に
よ
り
」
に
、
「
に
充
当
す
る
」
を
「
を
納
付
し
、

又
は
納
入
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
も
の
と
み
な
す
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
二
条
第
一
号
ニ
中
「
及
び
側
面
」
を
「
、
側
面
」
に
改
め
、
「
三
輪
の
も
の
」
の
下
に

「
及
び
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項

第
十
三
号
の
六
に
規
定
す
る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
十
五
条
の
二
第
四
項
及
び
第
十
六
条
の
二
第
三
項
中
「
百
分
の
十
」
を
「
百
分
の
三
十

五
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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一 

第
八
十
二
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後

の
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項

に
係
る
部
分
を
除
く
。
） 

令
和
五
年
七
月
一
日 

二 

第
三
十
六
条
の
三
の
二
の
改
正
規
定
及
び
次
条
第
二
項
の
規
定 

令
和
七
年
一
月
一
日 

（
市
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
条
例
の
規
定
中
個
人
の
市
民
税
に
関
す
る
部
分

は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で

の
個
人
の
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

２ 

新
条
例
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
を
受

け
る
べ
き
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
給
与
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申

告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
に
つ
い
て
提
出
し
た
同
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
三
条 

新
条
例
第
八
十
二
条
第
一
号
ニ
及
び
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
令
和
六

年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
軽

自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

２ 

新
条
例
附
則
第
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
取
得
さ
れ

た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
し
て
課
す
べ
き
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
取
得
さ
れ
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
森
林
環
境
税
の

導
入
、
原
動
機
付
自
転
車
に
係
る
規
格
の
改
正
そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
） 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
） 

第
三
十
四
条
の
九 

第
三
十
四
条
の
九 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同

項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
は
、
令
第
四
十
八
条
の

九
の
三
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の
六
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し

そ
の
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還

付
し
、
又
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当

該

納
税
義
務
者
の
同
項
の
確
定
申
告
書
に
係
る
年
の

末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
個
人
の
県
民

税
若
し
く
は
市
民
税
に
充
当
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
若
し
く
は
当
該
納
税

義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同

項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
は
、
令
第
四
十
八
条
の

九
の
三
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の
六
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し

そ
の
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還

付
し
、
又
は
当
該
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

た
金
額
の
う
ち
法
第
三
百
十
四
条
の
九
第
二
項
後

段
に
規
定
す
る
還
付
を
す
べ
き
金
額
に
よ
り
当
該

納
税
義
務
者
の
前
項
の
確
定
申
告
書
に
係
る
年
の

末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
個
人
の
県
民

税
、
個
人
の
市
民
税
若
し
く
は
森
林
環
境
税
を
納

付
し
、
若
し
く
は
納
入
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税

義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
を
納
付
し
、
若
し

く
は
納
入
す
る
。 

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
） 

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
） 

第
三
十
六
条
の
三
の
二 

第
三
十
六
条
の
三
の
二 

 

２ 

前
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
給
与
支
払
者
を
経
由
し

て
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
書
に
記

載
す
べ
き
事
項
が
そ
の
年
の
前
年
に
お
い
て
当
該

給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
提
出
し
た
前
項
又
は
法

第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

申
告
書
（
そ
の
者
が
当
該
前
年
の
中
途
に
お
い
て

次
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
当
該
給
与
支
払
者

を
経
由
し
て
提
出
し
た
場
合
に
は
、
当
該
前
年
の

最
後
に
提
出
し
た
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
）

に
記
載
し
た
事
項
と
異
動
が
な
い
と
き
は
、
給
与

所
得
者
は
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
前
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
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の
規
定
に
よ
り
記
載
す
べ
き
事
項
に
代
え
て
当
該

異
動
が
な
い
旨
を
記
載
し
た
前
項
又
は
法
第
三
百

十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項 

 

又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
た
給
与
所
得

者
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
年
の

中
途
に
お
い
て
当
該
申
告
書
に
記
載
し
た
事
項
に

つ
い
て
異
動
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
前
項 

 

又
は

法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
給
与
支
払

者
か
ら
そ
の
異
動
を
生
じ
た
日
後
最
初
に
給
与
の

支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
異
動
の
内
容
そ
の

他
施
行
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
又
は
法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
た
給
与
所
得

者
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
年
の

中
途
に
お
い
て
当
該
申
告
書
に
記
載
し
た
事
項
に

つ
い
て
異
動
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
又
は

法
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
給
与
支
払

者
か
ら
そ
の
異
動
を
生
じ
た
日
後
最
初
に
給
与
の

支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
異
動
の
内
容
そ
の

他
施
行
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
二
項 

 
 
 
 
 
 
 

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
る
申
告
書
が
そ
の
提
出
の
際
に
経
由

す
べ
き
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
申
告
書
は
、
そ
の
受
理
さ
れ
た
日
に
市
長
に
提

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
る
申
告
書
が
そ
の
提
出
の
際
に
経
由

す
べ
き
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
申
告
書
は
、
そ
の
受
理
さ
れ
た
日
に
市
長
に
提

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

給
与
所
得
者
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
給
与

支
払
者
が
令
第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
令
第
八
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、

当
該
給
与
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載

す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術

を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の
を
い
う
。
次
条
第
四
項
及
び
第
五
十
三
条
の

九
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

給
与
所
得
者
は
、
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
給
与

支
払
者
が
令
第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
令
第
八
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、

当
該
給
与
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載

す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術

を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
施
行
規
則
で
定
め
る

も
の
を
い
う
。
次
条
第
四
項
及
び
第
五
十
三
条
の

九
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
申

告
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
申
告
書
に
記
載
す
べ
き

事
項
を
」
と
、
「
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と

６ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
申

告
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
申
告
書
に
記
載
す
べ
き

事
項
を
」
と
、
「
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
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き
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
支
払
者
が
提
供
を
受
け

た
と
き
」
と
、
「
受
理
さ
れ
た
日
」
と
あ
る
の
は

「
提
供
を
受
け
た
日
」
と
す
る
。 

き
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
支
払
者
が
提
供
を
受
け

た
と
き
」
と
、
「
受
理
さ
れ
た
日
」
と
あ
る
の
は

「
提
供
を
受
け
た
日
」
と
す
る
。 

（
個
人
の
市
民
税
の
徴
収
の
方
法 

 

） 

（
個
人
の
市
民
税
の
徴
収
の
方
法
等
） 

第
三
十
八
条 

個
人
の
市
民
税
は
、
第
四
十
四
条
、

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
又

は
第
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
つ
て
特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
徴
収
の

方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
。 

第
三
十
八
条 

個
人
の
市
民
税
は
、
第
四
十
四
条
、

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
又

は
第
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
り 

 

特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
徴
収
の

方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
。 

２ 

２ 

 

３ 

森
林
環
境
税
は
、
当
該
個
人
の
市
民
税
の
均
等

割
を
賦
課
し
、
及
び
徴
収
す
る
場
合
に
併
せ
て
賦

課
し
、
及
び
徴
収
す
る
。 

（
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
） 

（
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
） 

第
四
十
一
条 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
記

載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
当
該
年
度
分
の

個
人
の
市
民
税
額
及
び 

 
 
 

県
民
税
額
の
合
算
額

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
四
十
七
条
第
一
項
又
は

第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
徴
収

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ

て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
た
金
額
に
相
当
す

る
税
額
）
を
前
条
第
一
項
の
納
期
（
第
四
十
七
条

第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
特
別
徴
収
の

方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日

以
後
に
到
来
す
る
納
期
）
の
数
で
除
し
て
得
た
額

と
す
る
。 

第
四
十
一
条 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
記

載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
当
該
年
度
分
の

個
人
の
市
民
税
額
、
個
人
の
県
民
税
額
及
び
森
林

環
境
税
額
の
合
算
額
（
第
四
十
七
条
第
一
項
又
は

第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

 

徴
収

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り

 
 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
た
金
額
に
相
当
す

る
税
額
）
を
前
条
第
一
項
の
納
期
（
第
四
十
七
条

第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り 

 

徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
特
別
徴
収
の

方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日

以
後
に
到
来
す
る
納
期
）
の
数
で
除
し
て
得
た
額

と
す
る
。 

（
給
与
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
特
別
徴
収
） 

（
給
与
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
特
別
徴
収
） 

第
四
十
四
条 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当

該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
中
に
お
い
て

給
与
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
日

に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
（
次
の

各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

つ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
給
与
所
得

第
四
十
四
条 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当

該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
中
に
お
い
て

給
与
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
日

に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
（
次
の

各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

り 
 

徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は 

 
 

 
 
 
 

、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
給
与
所
得

1
0



 

に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
合
算
額
を

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
。 

に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ

て
賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
次

項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
算
額
を

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
。 

２ 

前
項
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
、
当
該
納
税
義

務
者
の
前
年
中
の
所
得
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
以
外

の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
つ

て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
給
与

所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額

に
加
算
し
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す

る
。
た
だ
し
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
申
告

書
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の

記
載
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
、
当
該
納
税
義

務
者
の
前
年
中
の
所
得
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
あ
る
場
合
に
は 

 
 
 
 
 

、
当
該
給
与
所
得
以
外

の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
り

 
 

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
べ
き
給
与

所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額

に
加
算
し
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す

る
。
た
だ
し
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
申
告

書
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
た
い
旨
の

記
載
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
つ
て
給
与
所
得
者
の
給

与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
つ
た
後

に
お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
給
与
所

得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
一

部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
情
が
生

じ
た
た
め
当
該
給
与
所
得
者
か
ら
給
与
所
得
以
外

の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
一
部
を
普

通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

い
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
で
そ
の
事
情
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市
長
は
、
当

該
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
給
与

所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
で
ま
だ
特
別

徴
収
に
よ
り
徴
収
し
て
い
な
い
額
の
全
部
又
は
一

部
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と

す
る
。 

３ 

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り 

 

給
与
所
得
者
の
給

与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
こ
と
と
な
つ
た
後

に
お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
給
与
所

得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
一

部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
情
が
生

じ
た
た
め
当
該
給
与
所
得
者
か
ら
給
与
所
得
以
外

の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
一
部
を
普

通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

い
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
で
そ
の
事
情
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市
長
は
、
当

該
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
べ
き
給
与

所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
で
ま
だ
特
別

徴
収
に
よ
り
徴
収
し
て
い
な
い
額
の
全
部
又
は
一

部
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と

す
る
。 

５ 

納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
対
し
給
与

の
支
払
を
す
る
者
に
当
該
年
度
の
初
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
異
動

を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
が

当
該
給
与
所
得
者
に
対
し
て
新
た
に
給
与
の
支
払

を
す
る
者
と
な
つ
た
者
（
所
得
税
法
第
百
八
十
三

５ 

納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
対
し
給
与

の
支
払
を
す
る
者
に
当
該
年
度
の
初
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
異
動

を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
が

当
該
給
与
所
得
者
に
対
し
て
新
た
に
給
与
の
支
払

を
す
る
者
と
な
つ
た
者
（
所
得
税
法
第
百
八
十
三

1
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条
の
規
定
に
よ
つ
て
給
与
の
支
払
を
す
る
際
所
得

税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
者
に
限
る

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
通
じ
て
、

当
該
異
動
に
よ
つ
て
従
前
の
給
与
の
支
払
を
す
る

者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
つ
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
の
十
日
（
そ
の
支
払
を
受
け
な
く

な
つ
た
日
が
翌
年
の
四
月
中
で
あ
る
場
合
に
は
、

同
月
三
十
日
）
ま
で
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
る
べ
き
前

年
中
の
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割

額
の
合
算
額
（
既
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て

徴
収
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を

控
除
し
た
金
額
）
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て

徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該

合
算
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
申
出
が
翌
年
の
四

月
中
に
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
市

長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

条
の
規
定
に
よ
り 

 

給
与
の
支
払
を
す
る
際
所
得

税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
者
に
限
る

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
通
じ
て
、

当
該
異
動
に
よ
り 

 

従
前
の
給
与
の
支
払
を
す
る

者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
つ
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
の
十
日
（
そ
の
支
払
を
受
け
な
く

な
つ
た
日
が
翌
年
の
四
月
中
で
あ
る
場
合
に
は
、

同
月
三
十
日
）
ま
で
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
る
べ
き
前

年
中
の
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割

額
の
合
算
額
（
既
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を

控
除
し
た
金
額
）
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該

合
算
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
申
出
が
翌
年
の
四

月
中
に
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
り 

 
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
市

長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

６ 

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
個
人
の
市
民
税
を

徴
収
さ
れ
る
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
六
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と

と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
以
降
の
月
割
額
を
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
当
該
納
税
義
務

者
か
ら
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
及
び
当
該
納
税
義

務
者
が
翌
年
の
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と

な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
そ
の
年
の

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
給

与
又
は
退
職
手
当
等
で
当
該
月
割
額
の
全
額
に
相

当
す
る
金
額
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
と
き
に
限
り

、
当
該
月
割
額
の
全
額
（
同
日
ま
で
に
当
該
給
与

又
は
退
職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
が
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
に
あ
つ
て
は
、
同
日

ま
で
に
支
払
わ
れ
た
当
該
給
与
又
は
退
職
手
当
等

の
額
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
）
を
特
別

６ 

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

個
人
の
市
民
税
を

徴
収
さ
れ
る
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
六
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と

と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
以
降
の
月
割
額
を
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
当
該
納
税
義
務

者
か
ら
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
及
び
当
該
納
税
義

務
者
が
翌
年
の
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と

な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
そ
の
年
の

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
給

与
又
は
退
職
手
当
等
で
当
該
月
割
額
の
全
額
に
相

当
す
る
金
額
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
と
き
に
限
り

、
当
該
月
割
額
の
全
額
（
同
日
ま
で
に
当
該
給
与

又
は
退
職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
が
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
に
あ
つ
て
は
、
同
日

ま
で
に
支
払
わ
れ
た
当
該
給
与
又
は
退
職
手
当
等

の
額
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
）
を
特
別

1
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徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
。 

徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
。 

（
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
の
普
通
徴
収
税

額
へ
の
繰
入
れ
） 

（
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
の
普
通
徴
収
税

額
へ
の
繰
入
れ
） 

第
四
十
七
条 
個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
が
給
与
の

支
払
を
受
け
な
く
な
つ
た
こ
と
等
に
よ
り
給
与
所

得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
つ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
つ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
四
十
条

第
一
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
に
お
い
て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る

同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
直
ち
に
、

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。 

第
四
十
七
条 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
が
給
与
の

支
払
を
受
け
な
く
な
つ
た
こ
と
等
に
よ
り
給
与
所

得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
り 

 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は

 
 
 
 
 
 

、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
つ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
つ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
四
十
条

第
一
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
は 

 
 
 
 
 

そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
に
お
い
て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る

同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
は 

 
 
 
 
 

直
ち
に
、

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

法
第
三
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
通
知
に
よ

つ
て
変
更
さ
れ
た
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税

額
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
に
つ
い
て
、

既
に
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
給

与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
が
当
該
納
税
者
か

ら
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額

を
超
え
る
場
合
（
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る

特
別
徴
収
税
額
が
な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い

て
当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と

き
は
、
当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、
法

第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
つ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
該
納
税
者
の
未
納

に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。 

２ 

法
第
三
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
通
知
に
よ

り 
 

変
更
さ
れ
た
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税

額
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
に
つ
い
て
、

既
に
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
給

与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
が
当
該
納
税
者
か

ら
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額

を
超
え
る
場
合
（
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る

特
別
徴
収
税
額
が
な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い

て
当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と

き
は
、
当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、
法

第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
と
み
な
し
て
、
同

条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
徴

収
金
関
係
過
誤
納
金
に
よ
り
当
該
納
税
者
の
未
納

に
係
る
徴
収
金
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と

を
委
託
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

の
特
別
徴
収
） 

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

の
特
別
徴
収
） 

第
四
十
七
条
の
二 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者

が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
中
に
お

い
て
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、

第
四
十
七
条
の
二 

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者

が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
前
年
中
に
お

い
て
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、

1
3



 

か
つ
、
同
日
に
お
い
て
老
齢
等
年
金
給
付
（
法
第

三
百
二
十
一
条
の
七
の
二
第
一
項
の
老
齢
等
年
金

給
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
支
払
を
受
け
て
い
る
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者

（
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の

前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得

割
額
及
び
均
等
割
額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
合
算

額
（
当
該
納
税
義
務
者
に
係
る
均
等
割
額
を
第
四

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
四
十
七
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
」
と
い
う

。
）
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一

日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払

わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
か
ら
当
該
老
齢
等
年
金

給
付
の
支
払
の
際
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て

徴
収
す
る
。 

か
つ
、
同
日
に
お
い
て
老
齢
等
年
金
給
付
（
法
第

三
百
二
十
一
条
の
七
の
二
第
一
項
の
老
齢
等
年
金

給
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
支
払
を
受
け
て
い
る
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者

（
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が 

 

著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
場
合
に
は 

 
 
 
 
 

、
当
該
納
税
義
務
者
の

前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得

割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収

を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
四
十
七
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
算

額
（
当
該
納
税
義
務
者
に
係
る
均
等
割
額
を
第
四

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
り
徴
収
す
る
場
合
に
は 

 
 
 
 
 
 
 

、
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
四
十
七
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
」
と
い
う

。
）
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一

日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払

わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
か
ら
当
該
老
齢
等
年
金

給
付
の
支
払
の
際
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴

収
す
る
。 

 
 

二 

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と

と
し
た
場
合
に
は
当
該
年
度
に
お
い
て
当
該
老

齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と
な

る
と
認
め
ら
れ
る
者 

二 

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
こ
と

と
し
た
場
合
に
は
当
該
年
度
に
お
い
て
当
該
老

齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と
な

る
と
認
め
ら
れ
る
者 

２ 

前
項
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
対
し
て

課
す
る
個
人
の
市
民
税
の
う
ち
当
該
特
別
徴
収
対

象
年
金
所
得
者
の
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額

か
ら
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
控
除
し

た
額
を
第
四
十
条
第
一
項
の
納
期
の
う
ち
当
該
年

度
の
初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
も
の
に
お
い
て
普
通
徴

収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
。 

２ 

前
項
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
対
し
て

課
す
る
個
人
の
市
民
税
の
う
ち
当
該
特
別
徴
収
対

象
年
金
所
得
者
の
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額

か
ら
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
控
除
し

た
額
を
第
四
十
条
第
一
項
の
納
期
の
う
ち
当
該
年

度
の
初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
も
の
に
お
い
て
普
通
徴

収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
。 
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（
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
等
の
普
通
徴
収

税
額
へ
の
繰
入
れ
） 

（
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
等
の
普
通
徴
収

税
額
へ
の
繰
入
れ
） 

第
四
十
七
条
の
六 

法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七

第
一
項
又
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三

百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
つ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、
そ
の
特
別

徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

つ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
四
十
条
第
一

項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
に
お
い
て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る

同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
直
ち
に
、

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。 

第
四
十
七
条
の
六 

法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七

第
一
項
又
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三

百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
つ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、
そ
の
特
別

徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

つ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
四
十
条
第
一

項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
は 

 
 
 
 
 

そ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
に
お
い
て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る

同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
は 

 
 
 
 
 

直
ち
に
、

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り 

 

徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七
第
三
項
（
法
第

三
百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所

得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
特
別
徴

収
対
象
年
金
所
得
者
に
つ
い
て
、
既
に
特
別
徴
収

義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
年
金
所
得
に
係
る

特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴

収
税
額
が
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
か
ら

徴
収
す
べ
き
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又

は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
超
え
る

場
合
（
徴
収
す
べ
き
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収

税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
が

な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
当
該
特
別
徴
収

対
象
年
金
所
得
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、

法
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
つ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
該
特
別
徴
収
対

象
年
金
所
得
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す

２ 

法
第
三
百
二
十
一
条
の
七
の
七
第
三
項
（
法
第

三
百
二
十
一
条
の
七
の
八
第
三
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所

得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
り 

 

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
特
別
徴

収
対
象
年
金
所
得
者
に
つ
い
て
、
既
に
特
別
徴
収

義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
年
金
所
得
に
係
る

特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴

収
税
額
が
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
か
ら

徴
収
す
べ
き
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又

は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
超
え
る

場
合
（
徴
収
す
べ
き
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収

税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
が

な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
当
該
特
別
徴
収

対
象
年
金
所
得
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、

法
第
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
と
み
な
し
て
、

同
条
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
を
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村

徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
に
よ
り
当
該
特
別
徴
収
対

象
年
金
所
得
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
を
納
付
し

1
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る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

。 

、
又
は
納
入
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
も
の
と
み
な

す
。 

（
種
別
割
の
税
率
） 

（
種
別
割
の
税
率
） 

第
八
十
二
条 

 

第
八
十
二
条 

 

一 

一 

ニ 

三
輪
以
上
の
も
の
（
車
室
を
備
え
ず
、
か

つ
、
輪
距
（
二
以
上
の
輪
距
を
有
す
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
輪
距
の
う
ち
最
大
の
も

の
）
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の

及
び
側
面
が
構
造
上
開
放
さ
れ
て
い
る
車
室

を
備
え
、
か
つ
、
輪
距
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル

以
下
の
三
輪
の
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を

除

く
。
）
で
、
総
排
気
量
が
〇
・
〇
二
リ
ッ
ト

ル
を
超
え
る
も
の
又
は
定
格
出
力
が
〇
・
二

五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の 

年
額 

三

千
七
百
円 

ニ 

三
輪
以
上
の
も
の
（
車
室
を
備
え
ず
、
か

つ
、
輪
距
（
二
以
上
の
輪
距
を
有
す
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
輪
距
の
う
ち
最
大
の
も

の
）
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の

、
側
面 

 

が
構
造
上
開
放
さ
れ
て
い
る
車
室

を
備
え
、
か
つ
、
輪
距
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル

以
下
の
三
輪
の
も
の
及
び
道
路
運
送
車
両
の

保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六

十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
第
十
三
号
の
六
に

規
定
す
る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
を
除

く
。
）
で
、
総
排
気
量
が
〇
・
〇
二
リ
ッ
ト

ル
を
超
え
る
も
の
又
は
定
格
出
力
が
〇
・
二

五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の 

年
額 

三

千
七
百
円 

附 

則 

附 

則 

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例

） 

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例

） 

第
十
五
条
の
二 

第
十
五
条
の
二 

４ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納

付
す
べ
き
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
額
は
、

同
項
の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
百
分
の
十 

 
 
 

の
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

す
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納

付
す
べ
き
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
額
は
、

同
項
の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
百
分
の
三
十
五
の
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

す
る
。 

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
） 

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
二 

第
十
六
条
の
二 

３ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納

付
す
べ
き
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
額
は
、
同
項

の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
百
分
の
十 

 
 
 

の
割
合
を

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

。 

３ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納

付
す
べ
き
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
額
は
、
同
項

の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
百
分
の
三
十
五
の
割
合
を

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る

。 
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議案第５４号 

宇部市税賦課徴収条例中一部改正の件  

 

 

１ 要 旨 

地方税法の一部改正（令和5年度税制改正関連）に伴い、森林環境税の導入及び原動機付

自転車に係る規格の改正その他所要の整備を行うもの。 

今回の一部改正の概要は次のとおり 

 

２ 改正内容 

(1) 森林環境税の導入に伴う規定の整備 

森林環境税の導入に伴い、その方法や取り扱い等を定めるための所要の整備 

   【施行期日：令和６年１月１日】 

 

(2) 電動キックボードの車両区分を定めるための規定の整備 

特定小型原動機付自転車（電動機の定格出力が 0.6kW 以下であって、長さ 1.9ｍ、幅

0.6ｍ以下かつ最高速度20㎞／時以下のもの）の車両区分を一般原動機付自転車に区分

するための所要の整備 

 

【施行期日：令和５年７月１日】 

 

(3) 燃費・排ガス不正行為に係る税制上の再発抑止策の強化 

  自動車メーカー等の不正により、環境性能割及び種別割の税額の納付不足額が生じた

場合にメーカーに負担させる追加納税分について、加算する割合を従来の10％から35％

に引き上げる。 

【施行期日：令和６年１月１日】 

 

(4) 個人の市民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書の簡素化 

前年提出の申告書への記載事項と異動がない場合の記載事項の簡素化に対応するた

めの規定の追加 

【施行日 令和7年1月1日】 

 

(5) 引用条文の条項ずれ、字句の修正等の所要の整備 

【施行期日：令和６年１月１日、令和７年１月１日】 

 



 

 

【警視庁ホームページより】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宇部市DX推進計画（概要版）

基本理念とその実現に必要な視点計画策定の目的

理念の実現のため、上記の視点をもって施策・事業のPDCAサイクル（計画・実施・評価・見直し）を実践します。

✓ 前例を疑う

✓ 目的志向・ゴール志向

✓ 障壁となる制度は率先して取り除く

✓ まずアナログの業務改革を徹底

✓ 次にデジタル技術をフル活用

✓ 今後、市民接点はデジタル化を原則

職員・組織の変革のための視点（行政サービス、産業・地域の変革の前提）

行政サービスの変革のための視点
✓ 技術起点ではなく、課題起点で施策・事業立
案

✓ 事業者が自律的に課題解決に向けて取り組
むよう支援

✓ 課題解決の手段を十分に検討し、最適な手法
を選択

✓ 実証実験ありきでなく本格運用を見据える

✓ 補助金や交付金ありきでなく将来の財政負
担も見据える

未来志向で地に足をつけた抜本的変革

行政DX

地域DX

宇部市
DX

産業DX

宇部市DXを担う市職員の働き方、意識、組織風土を変革することで
持続可能な行政運営体制を構築します

これまで以上に、市民・事業者の視点に立った行政サービスの提供や産業・地域の変革を実現するため、
未来志向で施策・事業を立案し、地に足をつけた（≒考え方をしっかり持ち、着実な）取組を進め、

宇部市の持続可能な発展を目指します

～職員・組織が変わり、行政サービスが変わり、

地域・産業が変わる宇部市DX～

産業・地域の変革のための視点

計画策定の背景・位置づけ

計画期間

⚫ 市民・事業者・市職員など、誰もが“便利さ”や“くらしやすさ”を実感
できるような社会を、デジタルも使った変革（トランスフォーメーショ
ン）により実現するために策定します。

【基本理念】

【基本理念の実現に必要な視点】

⚫ 第五次宇部市総合計画の個別計画として、「宇部市デジタル市役所推
進基本計画」（Ｒ１～Ｒ４）を継承し、「第五次宇部市総合計画 基本構想」
（R4～R13）に掲げる将来都市像の実現に向けた取組をDXの視点で
下支えするものとします。

⚫ 令和５年度から令和８年度までの４年間とします。なお具体的な取組
内容については、総合計画や国・県の政策動向等を踏まえ、随時見直し
を図ります。

⚫ 本計画の実行性を担保するための具体的な行動計画（アクションプラ
ン）は別途、令和５年度中に策定します。



１ 行政DXによる市民サービスの充実

◆市民が「市役所に行かなくてもよい」「市役所で待たなくてもよ
い」「市役所で書かなくてもよい」窓口を目指し、オンライン手続
やスマート窓口をさらに充実するとともに、提供する市民サービ
スに関する情報をタイムリーにわかりやすく発信します。

２ 行政DXによる業務効率化・業務継続性強化

◆適正化や効率化が求められる業務について、BPRの手法を取り
入れるなど、アナログやデジタルを問わず業務効率化を推進する
とともに、柔軟な働き方を実現することで、行政としての業務継
続性を強化します。

基本理念 基本方針 取組の方向性

４ 産業DXによる産業力の強化

◆地元産業の経営基盤強化の取組を進め、地域産業の自発的な発
展を目指します。

５ 地域DXによる活力あふれる地域社会の実現

◆デジタル技術を活用した地域におけるコミュニティ活動のさらな
る活性化や、全ての市民がデジタル技術の恩恵を受けられる地
域社会の構築を目指します。

未
来
志
向
で
地
に
足
を
つ
け
た
抜
本
的
変
革

～
職
員
・組
織
が
変
わ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
、

地
域
・産
業
が
変
わ
る
宇
部
市
Ｄ
Ｘ
～

（ １ ） マ イナンバーカードの普及促進

（ ２ ） 行政手続のオンライン化の拡充

（ ３ ） スマート窓口の拡充

（ ４ ） 情報発信のデジタル化推進

（ １ ） B P Rの取組推進

（ ２ ） A I ・ R P Aの利用拡大

（ ３ ） デジタルワークスタイルの推進

（ ４ ） 自治体情報システムの標準化 ・共通化

（ ５ ） 内部統制の強化

（ １ ） I C T活用にかかる P D C Aサイクルの構築

（ ２ ） DX人材の確保 ・育成

（ ３ ） セキュリティ対策の徹底

（ ４ ） デジタル原則に基づく規制の点検 ・見直し

（ １ ） 経営基盤の強化

（ ２ ） デジタル技術の活用推進

（ ３ ） 産業人材の育成

（ １ ） 地域社会のデジタル化

（ ２ ） デジタルデバイド対策

３ DX推進の基盤となる庁内環境整備

◆継続的なDX推進に必要な庁内環境について、組織体制、人材
（職員）、情報セキュリティ対策の観点から整備を進めます。

計画体系

（ ５ ） データ利活用の推進


